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表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜ ・ ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・ ・

長
す
る
。
買
取
再
販
で

扱
わ
れ
る
住
宅
の
所
得

等
に
係
る
特
例
措
置
を

延
長
す
る
。

空
き
家
発
生
抑
制
の

特
例
措
置
に
関
す
る
３

０
０
０
万
円
の
特
別
控

除
は
、
適
用
期
間
を
４

年
間
（
24
年
１
月
1
日

か
ら
27
年
12
月
31
日
）

延
長
す
る
と
と
も
に
、

買
い
主
が
譲
渡
後
に
耐

震
改
修
工
事
ま
た
は
除

却
工
事
を
実
施
す
る
場

合
も
適
用
対
象
と
な
る

よ
う
拡
充
す
る
。

買
取
再
販
住
宅
の
取

得
に
関
す
る
特
例
措
置

で
は
、
住
宅
に
関
す
る

不
動
産
取
得
税
に
つ
い

て
、
軽
減
措
置
の
適
用

期
限
を
２
年
間
（
23
年

４
月
１
日
か
ら
25
年
３

月
31
日
）
延
長
す
る
。

国
土
交
通
省
は
、
２
０

２
２
年
度
第
２
次
補
正
予

算
に
基
づ
き
創
設
し
た
「

こ
ど
も
エ
コ
す
ま
い
支
援

事
業
」
の
要
件
を
見
直
し

た
。
要
件
見
直
し
の
項
目

は
、
対
象
工
事
の
契
約
日

や
着
工
日
に
つ
い
て
。

契
約
日
は
、
見
直
し
前

が
「
22
年
11
月
８
日
以
降

の
工
事
請
負
契
約
ま
た
は

売
買
契
約
」
だ
っ
た
が
、

「
契
約
日
を
問
わ
な
い
」

に
見
直
し
た
。

着
工
日
は
見
直
し
前
が

「
事
業
者
登
録
後
に
着
工

し
た
も
の
」
だ
っ
た
が
、

「
22
年
11
月
８
日
以
降
に

対
象
工
事
に
着
手
し
た
も

の
」
に
見
直
し
た
。
対
象

工
事
は
、
新
築
住
宅
の
基

礎
工
事
よ
り
後
の
工
程
の

工
事
、
リ
フ
ォ
ー
ム
物
件

に
お
け
る
リ
フ
ォ
ー
ム
物

件
に
お
け
る
リ
フ
ォ
ー
ム

こどもエコすまい支援で事業の要件見直し
国交省

工
事
を
指
す
。
な
お
、
見

直
し
後
の
着
工
日
要
件
に

関
し
て
は
、
事
業
者
登
録

は
交
付
申
請
ま
た
は
予
約

申
請
ま
で
に
行
う
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

ま
た
、
同
日
に
事
務
局

が
開
設
さ
れ
た
。
事
務
局

開
設
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
今
月
下
旬
に
か
け
て

事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
補
助
金
交
付
の

対
象
と
な
る
建
材
・
設
備

の
登
録
募
集
を
開
始
す
る
。

23
年
３
月
下
旬
か
ら
、

補
助
金
の
予
約
申
請
・
交

付
申
請
の
受
付
を
開
始
す

る
予
定
だ
。

同
省
は
ま
た
、
空
き
家

の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め

の
特
例
措
置
（
３
０
０
０

万
円
控
除
）
を
拡
充
・
延

国
産
針
葉
樹
合
板
は
12
月

も
引
き
合
い
は
回
復
せ
ず
、

メ
ー
カ
ー
の
生
産
調
整
が
続

く
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
向
け

の
荷
動
き
は
比
較
的
堅
調
だ

が
、
ル
ー
ト
が
鈍
く
、
盛
り

上
が
り
に
欠
け
る
展
開
。
た

だ
、
メ
ー
カ
ー
に
値
下
げ
の

考
え
は
な
く
、
販
売
先
が
仕

入
れ
意
欲
を
回
復
す
る
ま
で

辛
抱
強
く
生
産
調
整
を
続
け

る
構
え
だ
。
多
少
値
下
げ
し

た
程
度
で
は
販
売
が
増
え
る

状
況
に
な
い
こ
と
も
値
崩
れ

し
な
い
要
因
の
ひ
と
つ
。

当
面
の
焦
点
は
在
庫
量
だ
。

メ
ー
カ
ー
在
庫
は
最
後
に
値

上
げ
し
た
６
月
を
底
に
増
加

基
調
で
推
移
し
、
10
月
末
在

庫
は
16
万
４
７
７
１
立
方
㍍

国産合板商況 生産調整続く

の
仕
入
れ
を
絞
っ
て
お
り
、

当
用
買
い
の
状
態
が
続
い

て
い
る
。
合
板
の
流
通
在

庫
は
積
み
あ
が
っ
て
お
り
、

メ
ー
カ
ー
は
減
産
に
よ
り

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
を

図
っ
て
価
格
を
維
持
し
て

い
く
構
え
だ
。

価
格
は
今
月
も
保
合
推

移
と
な
っ
て
い
る
。
一
部

で
は
処
分
売
り
も
出
て
い

る
様
子
だ
が
、
今
の
と
こ

ろ
全
体
の
値
崩
れ
に
は
至

ら
ず
、
こ
の
ま
ま
越
年
と

な
る
。
構
造
用
３×

６
判

12
㍉
厚
は
今
月
も
横
ば
い
。

ま
た
同
24
㍉
厚
、
同
28
㍉

厚
は
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の

引
き
合
い
が
伸
び
ず
保
合

と
な
っ
て
い
る
。

（
前
年
同
月
比
85
・
４
％
増

）
と
２
０
２
０
年
６
月
以
来

の
高
水
準
。
在
庫
が
極
端
に

増
え
ず
、
こ
れ
以
上
需
給
が

緩
ま
な
け
れ
ば
価
格
維
持
も

可
能
と
み
ら
れ
る
が
、
在
庫

の
増
加
が
止
ま
ら
な
い
と
価

格
の
下
押
し
圧
力
が
強
ま
る

恐
れ
が
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
は

当
月
売
れ
た
分
し
か
翌
月
生

産
し
な
い
形
で
生
産
を
調
整

し
て
い
る
。
出
荷
が
落
ち
な

け
れ
ば
在
庫
は
増
え
ず
、
秋

田
で
１
工
場
が
可
愛
で
操
業

を
停
止
し
た
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
１
カ
月
で
１
万
５
０

０
０
立
方
㍍
以
上
増
え
た
10

月
の
よ
う
な
在
庫
の
増
加
は

考
え
に
く
い
。

年
明
け
は
不
需
要
期
と
な

り
、
流
通
で
は
３
月
末
決

算
に
向
け
て
在
庫
を
抑
制

す
る
動
き
が
強
ま
る
と
予

想
さ
れ
る
。
一
方
、
メ
ー

カ
ー
は
冬
場
で
生
産
効
率

が
低
下
し
、
生
産
性
が
上

が
ら
な
い
。
需
要
の
拡
大

が
見
込
め
な
い
な
か
、
引

き
続
き
薄
氷
の
需
給
調
整

が
続
く
。

針
葉
樹
合
板
は
、
建
築

実
需
の
低
迷
に
よ
り
ユ
ー

ザ
ー
の
引
き
合
い
は
変
わ

ら
ず
鈍
く
、
受
注
減
少
が

目
立
っ
て
い
る
。
大
口
需

要
家
で
あ
る
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
も
、
年
明
け
後
の
受

注
が
不
透
明
な
た
め
資
材

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
な
ど
大
手
銀
行
が
１

月
の
固
定
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
を

引
き
上
げ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
日
本
銀
行
が
20
日
に
金

融
緩
和
策
を
一
部
修
正
し
、
長
期
金

利
が
上
昇
し
た
こ
と
が
理
由
。
他
の

銀
行
も
、
金
利
引
き
上
げ
の
動
き
に

追
随
す
る
と
み
ら
れ
る
。

引
き
上
げ
る
の
は
10
年
固
定
な
ど

の
基
準
金
利
。
欧
米
の
利
上
げ
を
受

け
今
春
以
降
、
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
大
手
行
の
関
係
者
は
今
回
の
上

げ
幅
に
つ
い
て
「
直
近
数
カ
月
よ
り

大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
各
行
は
数
日
中
に
発
表
す

る
見
込
み
だ
。
引
き
上
げ
幅
は
各
行

が
決
め
る
が
、
専
門
家
の
間
で
は
10

年
固
定
で
、
12
月
時
点
か
ら
の
引
き

上
げ
幅
は
０
・
２
％
幅
前
後
に
な
る

と
の
見
方
が
出
て
い
る
。

1月に固定型住宅ローン引き上げ

国
土
交
通
省
が
２
０
２
２
年

12
月
27
日
に
発
表
し
た
22
年
11

月
の
新
設
住
宅
着
工
数
は
、
７

万
２
３
７
２
戸
（
前
年
同
月
比

１
・
４
％
減
）
で
２
カ
月
連
続

の
減
少
と
な
っ
た
。
戸
建
て
分

譲
が
21
年
４
月
以
来
の
減
少
を

記
録
し
た
ほ
か
、
持
ち
家
が
12

カ
月
連
続
の
減
少
。
前
年
同
月

比
15
・
１
％
減
と
、
22
年
で
は

10
月
の
同
18
・
７
％
減
に
次
ぐ

減
少
幅
と
な
っ
た
。
一
方
、
貸

家
は
増
加
傾
向
が
継
続
。
貸
家

が
け
ん
引
役
と
な
り
、
総
着
工

数
の
年
間
累
計
は
前
年
並
み
を

維
持
し
て
い
る
。

持
ち
家
は
２
万
１
５
１
１
戸

で
、
各
月
の
減
少
幅
は
６
月
以

来
２
桁
が
続
く
。
ま
た
11
月
の

減
少
幅
は
、
10
月
に
記
録
し
た

18
・
７
％
減
に
次
ぐ
水
準
だ
。

持
ち
家
は
１
～
11
月
の
累
計
で

も
23
万
３
５
１
９
戸
（
前
年
同

期
比
11
・
２
％
減
）
で
、
減
少

幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

戸建て分譲19カ月ぶり減少
22年11月の新設住宅着工

ま
た
、
戸
建
て
分
譲
が
１
万
２

３
７
０
戸
（
前
年
同
月
比
１
・
１

％
減
）
で
19
カ
月
ぶ
り
の
減
少
を

記
録
。
戸
建
て
分
譲
の
着
工
は
22

年
に
な
っ
て
緩
や
か
に
鈍
化
。
前

年
同
月
比
で
の
増
加
傾
向
は
保
っ

て
き
た
も
の
の
、
５
月
以
降
は
前

年
同
月
比
１
％
増
程
度
が
目
立
っ

て
い
た
。
21
年
11
～
12
月
に
か
け

て
は
着
工
が
増
え
て
い
た
時
期
で
、

前
年
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と
も
減

少
を
記
録
し
た
要
因
と
な
っ
た
。

ま
た
、
11
月
は
マ
ン
シ
ョ
ン
着

工
も
減
り
、
分
譲
住
宅
全
体
も
２

万
６
４
２
戸
（
同
０
・
８
％
減
）

で
４
カ
月
ぶ
り
の
減
少
。
累
計
で

は
21
年
を
５
％
上
回
る
が
、
増
加

幅
は
徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

貸
家
は
依
然
、
好
調
を
維
持
し

て
い
る
。
11
月
は
２
万
９
８
７
３

戸
（
同
11
・
４
％
増
）
で
21
カ
月

連
続
の
増
加
だ
。
22
年
に
お
け
る

２
桁
増
は
３
月
以
来
。
貸
家
の
着

工
は
８
月
以
降
、
増
加
傾
向
が
顕

著
だ
。



国
土
交
通
省
は
、
建
設
業
許

可
業
者
５
０
０
０
社
を
対
象
と

し
た
、
建
築
物
リ
フ
ォ
ー
ム
・

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
関
す
る

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
２
０

２
２
年
度
第
２
・
四
半
期
に
元

請
と
し
て
受
注
し
た
、
受
注
高

な
ど
の
調
査
。
同
期
の
総
受
注

高
は
２
兆
９
５
６
５
億
円
（
前

年
同
期
比
２
・
３
％
減
）
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
住
宅
に
か
か

わ
る
受
注
高
は
１
兆
１
７
７
億

円
（
同
２
・
８
％
増
）
で
増
加

し
た
。
一
方
、
非
住
宅
建
築
に

係
る
工
事
は
１
兆
９
３
８
９
億

円
（
同
４
・
８
％
減
）
だ
っ
た
。

工
事
種
類
別
の
受
注
高
で
は
、

住
宅
は
増
築
工
事
１
８
５
億
円

（
同
30
・
１
％
減
）
、
一
部
改

装
工
事
２
５
０
億
円
（
同
３
・

２
％
減
）
、
改
装
・
改
修
工
事

８
１
７
７
億
円
（
５
・
４
％
増

）
、
維
持
・
修
理
工
事
１
５
６

５
億
円
（
同
３
・
４
％
減
）
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。

住宅のリフォーム・リニューアル受注高増加
国土交通省

非
住
宅
建
築
物
は
、
増
築

工
事
１
３
２
５
億
円
（
同
13

・
５
％
減
）
、
一
部
改
装
工

事
３
０
１
億
円
（
同
55
・
３

％
減
）
、
改
装
・
改
修
工
事

及
び
維
持
・
修
理
工
事
１
兆

７
７
６
３
億
円
（
同
２
・
２

％
減
）
だ
っ
た
。

同
じ
く
住
宅
の
工
事
目
的

別
受
注
件
数
は
、
「
劣
化
や

隠
れ
た
部
位
の
更
新
・
修
繕

」
が
１
６
９
万
８
３
１
４
件

（
同
７
・
２
％
増
）
で
最
多
。

そ
れ
に
次
ぐ
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
」
は
５
万
９
０
６
３

件
（
同
５
・
４
％
減
）
と
の

結
果
だ
っ
た
。

住
宅
に
お
け
る
工
事
部
位

別
受
注
件
数
で
は
、
「
給
水

給
湯
排
水
衛
生
器
具
設
備
」

が
55
万
４
４
６
９
件
（
同
１

・
７
％
増
）
で
最
多
。
次
い

で
「
内
装
」
が
43
万
１
７
３

件
（
同
17
・
６
％
増
）
だ
っ

た
。

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連

合
（
全
建
総
連
）
が
こ
の
ほ

ど
公
表
し
た
「
工
務
店
の
国

産
材
利
用
の
実
態
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
」
結
果
に
よ
る
と
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
外

国
産
材
か
ら
国
産
材
へ
の
切

り
替
え
が
大
幅
に
進
ん
だ
こ

と
が
分
か
っ
た
。
４
割
超
の

工
務
店
が
柱
材
や
横
架
材
を

国
産
材
に
転
換
し
た
と
答
え

て
い
る
。
同
調
査
は
昨
年
９

月
22
日
か
ら
11
月
15
日
に
か

け
て
全
建
総
連
の
公
式
サ
イ

ト
上
で
実
施
し
た
も
の
で
、

27
都
道
県
・
３
６
６
社
が
回

答
し
た
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て

国
産
材
製
品
に
転
換
し
た
工

務
店
は
、
柱
材
で
45
・
１
％
、

横
架
材
で
44
・
５
％
、
羽
柄

材
で
42
・
６
％
に
達
し
た
。

土
台
等
は
39
・
９
％
、
面
材

は
33
・
６
％
、
内
装
材
・
造

作
材
は
32
・
８
％
。
転
換
し

な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
「
無

回
答
」
は
、
い
ず
れ
の
部
材

も
半
数
程
度
だ
っ
た
。
68
・

７
％
が
「
自
社
で
独
自
に
樹

種
を
選
定
す
る
」
ま
た
は
「

自
社
か
ら
施
主
等
に
樹
種
を

提
案
す
る
」
と
答
え
て
お
り
、

自
社
の
考
え
で
国
産
材
を
選

ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ま
で
国
産
材
を
使
用

し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
外
材
の
方
が
安
い
」
（
63

・
４
％
）
、
「
希
望
価
格
・

納
期
な
ど
の
条
件
に
合
う
の

が
外
材
だ
っ
た
」
（
32
・
９

％
）
、
「
外
材
の
方
が
入
手

し
や
す
い
」
（
31
・
５
％
）

と
の
回
答
が
目
立
っ
た
こ
と

か
ら
、
外
材
の
高
騰
に
よ
り

両
者
の
価
格
差
が
縮
ま
り
、

比
較
的
入
手
し
や
す
い
国
産

ウッドショック後、国産材への転換が４割 全建総連調査

材
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。

国
産
材
を
使
用
す
る
割

合
は
、
土
台
等
（
53
・
６

％
）
、
柱
材
（
52
・
０
％

）
で
高
く
、
次
い
で
羽
柄

材
34
・
９
％
、
横
架
材
27

・
３
％
、
面
材
26
・
６
％
、

内
装
材
・
造
作
材
23
・
８

％
の
順
だ
っ
た
。

個
別
意
見
で
は
、
価
格

に
関
す
る
要
望
と
し
て
「

外
材
よ
り
も
安
く
提
供
し

て
ほ
し
い
」
「
国
産
材
も

値
上
が
り
し
た
時
期
が
あ

り
価
格
の
監
視
体
制
が
必

要
」
「
国
産
材
を
使
う
工

務
店
に
何
ら
か
の
優
遇
を

」
と
い
っ
た
内
容
が
見
ら

れ
た
。
他
に
「
品
質
、
価

格
、
供
給
量
を
安
定
さ
せ

て
ほ
し
い
」
「
納
期
等
が

は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
使

い
た
い
」
な
ど
、
国
産
材

の
安
定
的
な
供
給
や
流
通

を
望
む
意
見
も
あ
っ
た
。

国
産
材
の
品
質
に
つ
い

て
は
「
反
り
、
ひ
ね
り
が

多
い
」
「
丸
太
が
小
さ
く

品
質
・
性
能
（
強
度
）
が

悪
い
」
「
材
質
の
バ
ラ
つ

き
が
多
い
」
と
い
っ
た
不

満
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
「
創
意
工

夫
で
国
産
材
も
利
用
で
き

る
」
「
国
産
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
に
よ
る
構
造
用
合
板
の

増
産
体
制
の
構
築
が
望
ま

れ
る
」
「
国
産
の
集
成
材

の
種
類
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

集
成
材
の
原
料
を
国
産
材

と
す
る
こ
と
が
木
材
・
木

質
資
材
の
安
定
供
給
に
つ

な
が
る
と
の
見
方
が
広
ま

っ
て
い
る
。

永
大
産
業
は
４
月
３
日
受
注

分
か
ら
Ｓ
ｋ
ｉ
ｓ
ｍ
（
ス
キ
ス

ム
）
Ｓ
、
同
Ｔ
、
プ
ラ
イ
ム
ス

ペ
ッ
ク
、
マ
テ
リ
ア
ル
ミ
ッ
ク

ス
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て

室
内
ド
ア
、
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
、
収

納
な
ど
で
約
５
％
、
シ
ス
テ
ム

キ
ッ
チ
ン
と
手
洗
い
で
約
５
％

の
値
上
げ
を
実
施
す
る
。

原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
、
運
送
費
等
の
高
騰
に
伴

い
、
企
業
の
生
産
コ
ス
ト
上
昇

が
続
く
な
か
、
同
社
で
は
生
産

性
向
上
や
経
費
削
減
な
ど
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
尽
力
し
て
き
た
が
、

企
業
努
力
の
み
で
は
販
売
価
格

の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
た
め

と
し
て
い
る
。

主
な
製
品
の
値
上
げ
は
次
の

通
り
。

４
月
３
日
受
注
分
で
、
ス
キ

ス
ム
（
室
内
ド
ア
、
ク
ロ
ゼ
ッ

ト
、
シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
、
可

動
仕
切
り
吊
戸
、
オ
ー
プ
ン
ウ

ォ
ー
ル
）
、
マ
テ
リ
ア
ル
ミ
ッ

4、6月にカタログ価格値上げ 永大産業

ク
ス
（
室
内
ド
ア
、
ク
ロ
ゼ

ッ
ト
）
、
プ
ラ
イ
ム
ス
ペ
ッ

ク
（
室
内
ド
ア
、
ク
ロ
ゼ
ッ

ト
）
、
同
Ｍ
Ａ
（
室
内
ド
ア
、

ク
ロ
ゼ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ
ボ

ッ
ク
ス
）
、
ま
た
レ
バ
ー
ハ

ン
ド
ル
な
ど
の
共
有
部
材
が

約
５
％
。

ラ
フ
ィ
ー
ナ
ネ
オ
（
シ
ス

テ
ム
キ
ッ
チ
ン
）
、
ラ
ポ
ッ

テ
（
同
）
、
プ
レ
ッ
ソ
（
同

）
、
セ
カ
ン
ド
サ
ニ
タ
リ
ー

の
う
ち
カ
ウ
ン
タ
ー
（
メ
ラ

ミ
ン
）
で
約
15
％
。
キ
ッ
チ

ン
水
栓
や
手
洗
い
水
栓
な
ど

の
設
備
機
器
は
約
５
％
。

６
月
26
日
受
注
分
で
、
セ

ー
フ
ケ
ア
プ
ラ
ス
（
室
内
ド

ア
、
間
仕
切
り
、
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
カ
ウ
ン
タ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
、
収
納
、
シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ

ク
ス
）
、
同
プ
ラ
イ
ム
ス
ペ

ッ
ク
（
室
内
ド
ア
）
が
約
５

％
。

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、

23
年
度
予
算
概
要
を
公
表
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
、
資
源

価
格
高
騰
と
い
っ
た
社
会
環
境

へ
の
対
応
、
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
実
現
へ

の
Ｄ
Ｘ
投
資
加
速
な
ど
を
進
め

る
。
住
宅
局
関
係
予
算
と
し
て

は
、
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ

対
策
強
化
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
流

通
市
場
の
形
成
、
Ｄ
Ｘ
化
推
進

と
い
っ
た
施
策
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。

国
交
省
予
算
の
国
費
総
額
一

般
会
計
は
５
兆
８
７
１
４
億
円

で
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
、
財
政
投

融
資
２
兆
３
２
７
５
億
円
（
前

年
度
比
40
％
増
）
と
な
っ
た
。

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

住宅省エネ化が重点施策
国土交通省 23年度予算概要

経
済
社
会
活
動
の
確
実
な
回
復

と
経
済
好
循
環
の
加
速
・
拡
大
、

豊
か
で
活
力
あ
る
地
方
づ
く
り

と
分
散
型
国
づ
く
り
の
３
点
が

施
策
の
柱
と
な
る
。

住
宅
局
関
係
予
算
と
し
て
は
、

合
計
１
７
６
６
億
４
０
０
万
円

（
同
１
・
０
％
減
）
。
同
予
算

に
、
22
年
度
第
二
次
補
正
予
算

を
合
計
し
た
前
年
度
倍
率
は
２

・
15
倍
と
な
る
。

重
点
施
策
に
は
住
宅
・
建
築

物
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
の
実
現
、
良

好
な
市
街
地
環
境
の
整
備
、
既

存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
、
住

宅
・
建
築
分
野
の
Ｄ
Ｘ
・
生
産

性
向
上
の
推
進
な
ど
を
掲
げ
る
。

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
費
と

し
て
１
１
５
９
億
３
０
０
万
円

（
同
１
・
０
％
増
）
を
計
上
し

た
。
こ
の
う
ち
、
住
宅
・
建
築

物
Ｃ
Ｎ
総
合
推
進
事
業
と
し
て

２
７
９
億
１
８
０
０
万
円
（
同

40
・
０
％
増
）
、
空
き
家
対
策

総
合
支
援
事
業
と
し
て
54
億
円

（
同
20
・
０
％
増
）
を
計
上
し

て
い
る
。

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
新
築
関

連
で
は
中
小
工
務
店
に
よ
る
Ｚ

Ｅ
Ｈ
等
の
整
備
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅
整
備
支
援
、
フ
ラ
ッ
ト
35
に

お
け
る
省
エ
ネ
基
準
適
合
の
融

資
要
件
化
、
公
営
住
宅
の
Ｚ
Ｅ

Ｈ
化
支
援
に
取
り
組
む
。
リ
フ

ォ
ー
ム
で
は
既
存
住
宅
の
省
エ

ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
強
化
、
公

営
住
宅
・
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
省

エ
ネ
改
修
支
援
、
既
存
ス
ト
ッ

ク
に
お
け
る
先
導
的
な
省
エ
ネ

改
修
・
再
エ
ネ
導
入
支
援
に
取

り
組
む
。
ま
た
地
域
材
活
用
促
進

の
支
援
強
化
、
優
良
な
木
造
建
築

物
等
の
整
備
支
援
に
よ
り
、
木
材

利
用
促
進
も
図
る
。

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と

流
通
市
場
形
成
を
図
る
た
め
、
空

き
家
対
策
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

適
正
化
・
再
生
円
滑
化
、
既
存
住

宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
活
性

化
も
進
め
る
。

こ
の
ほ
か
、
防
災
・
減
災
対
策

や
密
集
市
街
地
対
策
と
い
っ
た
住

ま
い
・
く
ら
し
の
安
全
確
保
も
推

進
。
子
育
て
世
帯
支
援
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
拡
充
施
策
に
も
力
を
入

れ
る
。

ま
た
、
住
宅
・
建
築
分
野
の
Ｄ

Ｘ
推
進
の
た
め
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
社
会

実
装
加
速
、
建
築
行
政
手
続
き
の

Ｄ
Ｘ
化
な
ど
多
角
的
に
取
り
組
む
。


